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第3章 地域別構想 

1  地域別構想の役割と地域区分の設定 

（1）地域別構想の役割 

地域別構想では、地域ごとのまちづくりの目標と方針を定め、その実現に向けた取組

内容を示します。 
全体構想が、市全域を対象とした課題や都市づくりの方針を示すものであるのに対

し、地域別構想は、各地域の地形、歴史的背景、既存の都市機能、及び地域特有の課題

等に応じた具体的な整備方針を定めるものとなります。 

（2）地域区分の設定 

地域別構想では、全体構想で整理した都市づくりの課題や対応方針を踏まえ、市内を

地域ごとに区分し、地域づくりの方針を定めます。 
地域別構想の地域区分については、これまでの旧町ごとの独自のまちづくりの経緯

を踏まえ、「打田地域」、「粉河地域」、「那賀地域」、「桃山地域」、「貴志川地域」の 5 地

域に区分します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

打田地域 粉河地域 

那賀地域 

桃山地域 貴志川地域 

1 地域別構想の役割と地域区分の設定 
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2  打田地域 

（1）歴史的背景 

打田地域は、紀の川の北岸、和泉山脈を源とする小河川が南下し、堆積してでき

た肥沃な平野を背景に紀北の一大穀倉地帯として発展しました。奈良時代には南

海道が横断し、紀伊国分寺が建立され、平安時代中期、10 世紀半ばには藤原氏の

荘園として池田荘、田中荘が成立し、江戸時代には小田井用水・藤崎用水などの灌

漑用水の水利に恵まれ、稲作を中心とした豊かな農村経済が形成されました。 

昭和 31 年、池田村と田中村が合併し打田町が発足しました。世帯数・人口は安

定推移を示し、地域の生活拠点として成長しました。 

平成 17 年、粉河町・那賀町・桃山町・貴志川町と合併し紀の川市が誕生しまし

た。市役所本庁舎が本地域に置かれ、紀の川市の行政機能の中心地となっています。   

2 打田地域 

紀の川市民公園「野あそびの丘」 
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（2）現状 

① 人口 

令和 2 年国勢調査による本地域の人口は 15,531 人であり、平成 27 年をピー

クに令和２年から減少に転じています。 

また、将来推計においても人口は減少し、令和 32 年には令和 2 年比で約 93％

（約 7％の減少）になると予測されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-1︓ 打田地域の人口推移と将来推計 

 

本地域の人口構成比の推移をみると、高齢化が進んでおり、令和 2 年の高齢者

割合が 29.5％だったのに対し、令和 32 年には 36.1％に達すると予測されてい

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-2︓ 打田地域の人口構成比の推移   

2 打田地域 
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② 土地利用 

本地域における都市計画区域内の土地利用は、北部は山林、中部の平野部は主に

田が分布しています。 

国道 24 号沿道には商業施設がみられるなど、都市的土地利用が進んでいます。

また、紀の川インターチェンジ周辺や、泉佐野打田線沿道において、大規模工業用

地がみられます。 

新築動向をみると、平野部を中心に新築が点在してみられ、特に打田駅及び下井

阪駅周辺や幹線道路沿道に多くみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 3-3︓ 打田地域の土地利用分布図     

2 打田地域 
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図 3-4︓ 打田地域の新築動向   

2 打田地域 
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③ 道路・交通 

本地域を通る広域幹線道路としては、中央部を国道 24 号、南方向に国道 424

号が通っています。また、北部を京奈和自動車道が通っており、地域内に紀の川イ

ンターチェンジが設置されているほか、（主）和歌山打田線、（主）粉河加太線、（主）

泉佐野打田線、（一）中三谷下井阪線、（一）桃山下井阪線が通っています。 

鉄道は、JR 和歌山線が東西に通っており、打田駅と下井阪駅があります。 

バスは、一般路線バス、紀の川コミュニティバス及び地域巡回バスが運行されて

います。また、紀の川デマンド乗合交通が、乗り降りする時刻や場所に柔軟に対応

できる公共交通として利用されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-5︓ 打田地域の交通体系図     図 3-6︓ 打田地域のバスルート図   

2 打田地域 
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④ 主要な施設 

本地域には、打田駅の北側に紀の川市役所本庁舎及び河北図書館、南側の国道

24 号沿いに一般病床 300 床の公立那賀病院が立地しており、本市の中心地とし

ての役割を担っています。 

学校は、近畿大学生物理工学部、打田中学校、池田小学校、田中小学校が立地し

ています。 

また、主な地域資源として、紀の川市民体育館、紀の川市民公園プール、紀の川

市民公園「野あそびの丘」、史跡紀伊国分寺跡歴史公園・歴史民俗資料館、めっけ

もん広場、神通温泉、百合山、紀の川フライトパークなどがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 3-7︓ 打田地域の主要な施設   

2 打田地域 
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⑤ 都市構造の特徴 

ア） 行政・交通の広域拠点 

市役所本庁舎が所在しており、市内の行政機能の中核を担っています。JR 和歌

山線（打田駅・下井阪駅）や国道 24 号・424 号が交差する交通の要衝であり、

広域的なサービス拠点として機能しています。 

イ） 産業と住居が共存する環境 

紀の川北岸に広がる広大な水田地帯には、水路網や農業用ため池が整備されて

おり、農業インフラが地域構造の基盤となっています。和泉山脈から紀伊山地まで、

地形に合わせた集落が点在しています。 

ウ） 平野部の特産品と複合的土地利用 

肥沃な平野部では米やいちごなどの生産が盛んです。また、一部地域は、住居機

能と工場等の産業機能が近接して集積する職住近接の土地利用がみられます。 

エ） 歴史的景観と自然の展望 

スカイスポーツなど、自然を活かしたアクティビティが展開されています。また、

史跡紀伊国分寺跡等の貴重な歴史的資源が点在し、国道沿いの利便性とあわせ、自

然・歴史・レジャーの各資源をネットワーク化できる地域資源を備えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 打田地域 
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ワークショップの意見 
 

■残したいもの 

田園風景・農地／地域のつながり、ご近所付き合い／公園、国分寺、めっけもん

広場などの地域資源／適度な自然、小規模農地／防災意識や自治会活動 

■改善したいもの 

歩道や道路幅の拡張、交差点渋滞対策／公共交通の利便性向上（運行回数・ダイ

ヤ）／飲食店や飲食街の充実／空き家の活用／河川・水路の改修（大雨対策）／農

地と宅地の区分明確化／交流拠点からの周遊・まちなかへの流入促進 

■創りたいもの 

屋内型あそび場、子どもが集まる場所／コミュニティスペース／地域交流イベ

ントや機会／打田駅前の開発、駅前にぎわい創出／貸出電動バイク／働く場の確

保（工業・農業振興イベント等）／パラグライダーなど新しい体験型観光／京奈和

関空連絡道路の整備とその活用 

■その他 

転入者と地域居住者との交流促進／空き家の活用／生活インフラ基盤の整備

（ニーズに合わせた）／地域交流拠点の活用と発展／近大生との交流や地域参画 

 

（地域別ワークショップの主な意見抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップで挙がった意見 

2 打田地域 
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（3）都市構造上の課題 

① 人口減少を見据えた集約型都市構造の形成 

○ 本地域の地域資源でもある「行政拠点としての中心機能」、「交通拠点」を活か

すため、公共施設の集積、主要な道路等の交通結節点といった良質な都市基盤

やストックを活かしていくことが必要です。 

○ 他の地域に比べて高齢化の進展は低いですが、本地域の高齢化の進展に伴い地

域公共交通を必要とする交通弱者の増加が懸念されます。 

○ 本地域の大規模な商業施設を継続的に維持・充実していくことが必要です。 

② 魅力と活気にあふれる産業の創出 

○ 本地域においては、接道可能な土地（農地）を中心に新築が進んでいることか

ら農地が減少しています。 

○ 本地域には、紀の川インターチェンジがあり、その利便性を活かした立地の魅

力を高めていくことが必要です。 

○ 本地域は紀の川インターチェンジ、主要な道路等を有する地域であることから、

働く場を戦略的に作り、育てていくことが必要です。 

③ 豊かな自然環境と共生する持続可能な都市の実現 

○ 本地域の北部・南部の豊かな自然や田畑、森林と調和した地域づくりが必要で

す。 

④ 公共公益施設の最適化と利便性向上 

○ 本地域には公立保育所が 3 施設あり、今後、児童数の減少により社会性を育む

健全な教育・保育を行うための適正な集団形成が困難となることが懸念されま

す。 

○ 本地域では新築数が多く、公共下水道の利用需要が見込まれますが、財政負担

も大きいことから、効率的な整備を行うことが必要です。 

⑤ 災害に強い安全で安心な都市の形成 

○ 本地域は平野が多いものの、打田地域北部や南部の丘陵部を中心に土地の利活

用が制限される区域として、砂防指定地が指定されています。また、土砂災害

防止法に基づき、土砂災害警戒区域等が指定されています。 

○ 本地域には多数の農業用ため池（黒土・広野・西大井周辺等）があり、中には

老朽化の進んだものや、現在はほとんど利用されていないものもみられます。

宅地開発の進展が堤体付近まで及んでいる地区もあり、安全確保が重要な課題

となっています。   

2 打田地域 
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（4）分野別の方針 

① 土地利用の方針 

■ 基本視点 

本地域は、市役所本庁舎をはじめとする公共施設や商業機能が集積する、本市の

中心的な都市機能とゆとりある住環境が共存するまちづくりを目指し、農業、工業

等の産業と住居の各土地利用が適切に共存し、調和の取れた土地利用を進めます。 

ア） 都市拠点商業地の高度化 

市全体で課題となっている「商業振興に対する満足度の低下」を改善するため、

市役所本庁舎周辺を核とした商業機能の集積を進めます。既存の市街地フレーム

を活用しながら、商業と業務の適切な立地を誘導し、地域の拠点性を強化します。

また、日常的な商業サービス機能の充実をはじめ、多様な商業施設、行政機能、業

務機能の集積を促し、都市拠点としての機能強化に努めます。 

イ） 沿道商工業地の計画的誘導 

本地域の国道 24 号から紀の川インターチェンジに至る（主）泉佐野打田線沿道

については、交通の利便性を活かし、広域的な集客力を持つ商業施設、業務施設、

流通・加工施設等の誘導を図ります。 

ウ） 安全で快適な住環境の形成 

市役所本庁舎周辺の公共施設が集積する利便性を活かし、多世代が安全・安心

に暮らせる住環境の維持・向上を図ります。 

生活利便施設等へのアクセス向上に向け、歩道の設置などの交通安全対策を行

い、誰もが安全に移動できる居住環境を構築します。 

エ） 工業地の秩序ある拡張・維持 

紀の川インターチェンジ周辺では、京奈和自動車道開通に伴い土地利用転換の

需要が見込まれるため、農業との健全な調整を図りながら、計画的な土地利用を進

めるとともに、広域的な視点で産業・地域振興の観点から将来の土地利用方針を検

討します。 

市街地部に分散して立地する工場群については、周辺の住宅地、集落、田園環

境と近接した立地特性を踏まえ、地域の活力を支える職住近接の利点を活かしつ

つ、周辺環境との調和に配慮した操業環境の確保を図ります。また、生活環境と

生産環境が共存する持続可能な土地利用を実現するため、適切な土地利用誘導と

環境配慮を行いながら、計画的かつ秩序ある工業地の形成を促します。 

北勢田の工業団地は、計画的に整備された工業地としての土地利用が確立され

ていることから、今後も操業環境の安定的な維持を図ります。   

2 打田地域 
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② 都市施設の整備に関する方針 

■ 基本視点 

本地域は、国道 24 号や京奈和自動車道（紀の川インターチェンジ）等の広域的

なアクセス性を最大限に活かし、広域幹線道路から鉄道、自転車、歩行者空間に至

る「多層的な交通ネットワーク」を構築し、生活・通勤通学・観光が円滑に結びつ

くまちづくりを推進します。あわせて、物流・交流の強化に向け、京奈和関空連絡

道路の早期実現に向けた取組を進めます。 

ア） 道路ネットワーク 

広域連携道路：京奈和関空連絡道路については、広域的な地域経済の活性化、

観光振興、及び大規模災害時における強靭な国土づくりに不可欠な道路として位

置づけ、早期実現に向けた取組を推進します。 

都市間連絡道路：（主）粉河加太線、（主）和歌山打田線、（主）桃山下井阪線、

市道那賀打田線は、地域の実情に応じて必要な整備を行えるよう要望を進めま

す。 

都市内連絡道路：（都）東国分打田線など都市の骨格を形成する道路網は、定期

的な施設点検及び計画的な補修を通じて、効率的かつ持続可能な維持管理を推進

し、自動車及び歩行者や自転車の日常的な利用に加え、災害時利用における安全

性・信頼性の確保に努めます。また、今後の市街化の進展や交通需要の変化に対応

するため、道路網の戦略的な構築を推進します。併せて、安全な歩行空間や自転車

走行環境を確保し、誰もが円滑に移動できる交通ネットワークの形成を図ります。 

イ） 鉄道・駅前広場 

下井阪駅・打田駅は交通拠点としての役割を踏まえ、駅前空間や交通動線のあり

方について今後も検討を進めます。 

ウ） 公園・緑地 

紀の川市民公園、古和田公園、東国分公園、西井阪公園は、公園施設長寿命化計

画に基づき定期的な施設点検を実施します。 

エ） 上下水道 

上水道については、送配水管及び浄水施設等の老朽化施設に対する計画的な更

新を推進します。また、浄水施設や配水池等の耐震化を進めます。 

公共下水道については、地域特性を踏まえつつ、利用需要が高い地域を集中的に

整備していくよう進めます。 

オ） その他 

史跡紀伊国分寺跡歴史公園・歴史民俗資料館は、文化財的価値の保護と地域資源

としての活用を両立させるため、市民や来訪者が利用しやすい環境整備を進めま

す。 

公立那賀病院を地域医療の中核病院、那賀休日急患診療所を地域の休日におけ

る初期救急医療機関として位置づけ、当該施設の機能強化及び適正な維持管理を

行っていきます。 

2 打田地域 
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公立保育所は移転を考慮した改築工事を実施し、低年齢児の受入れが可能な体

制を整えます。また地区全体の充足率をみながら、統合を図ります。 

③ 市街地整備等に関する方針 

■ 基本視点 

本地域は市の玄関口として、駅前・市役所周辺・国道沿道の整備を進めていきま

す。 

中学生・高校生アンケートでは、「遊べる施設・飲食店・にぎわい」がもっとも

不足とされており、市街地形成の再検討が喫緊の課題となっています。 

ア） 都市拠点（市役所本庁舎周辺）の機能充実 

駅の交通結節機能の強化や国道 24 号からのアクセス性を背景に、市役所・病院

等の公共施設群を機能的に結びつけ、行政サービスと生活利便が融合した市民生

活を支える中枢拠点の形成に努めます。 

イ） 駅周辺住宅地の居住環境の向上 

徒歩圏生活サービスのカバー率が高く、今後は住宅の更新・密度適正化を誘導

し、「住み続けたい」まちとしての質を高めていきます。 

ウ） 国道 24 号沿道の景観・にぎわい形成 

国道 24 号沿道は、統一した景観誘導（看板・外構・高さ等）を導入します。 

交通量が多く、広域客も取り込めるため、にぎわい創出に寄与する施設の導入に

努めます。 

エ） 自然・歴史的資源の活用 

歴史的資源の一つである史跡紀伊国分寺跡・歴史民俗資料館を活用した歴史文

化の発信や紀の川流域の豊かな自然環境を活用し、市民や来訪者の健康増進や交

流促進に寄与するアクティビティ拠点（スカイスポーツ・サイクリング等）の形成

を図ります。 

市街地の魅力（学び・歴史・自然）を高め、文化面の魅力向上を図ります。 

オ） 住宅地の環境改善と空き家対策 

生活幹線の適切な維持管理や機能改善により、安全な生活環境の維持に努めま

す。空き家対策については、倒壊等のおそれがある危険な空き家の除却を促進し、

市民の安全・安心な暮らしを守るとともに、空き家バンクの活用等による適正管

理・利活用を並行して進めることで、住環境の質の向上と移住・定住の促進を図り

ます。 

 

 

 

 

 

 

2 打田地域 
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 第 3 章 地域別構想 

④ 都市防災等の方針 

■ 基本視点 

本地域は、紀の川流域にあるため、豪雨時には河川水位の上昇や氾濫の可能性が

あります。市民意識調査結果でも「災害対策が最重要」とされており、自然災害に

対する防災力強化は最優先事項となります。 

ア） 流域治水の推進と浸水被害の軽減 

紀の川の水位上昇、内水氾濫対策として、排水機能強化に努めます。 

イ） 地震に強い都市構造の構築 

災害時の緊急輸送道路及び啓開ルートとなる道路の整備に努めます。また、道路

や橋梁の老朽化等による機能不全により、道路ネットワークが分断し、社会経済活

動に甚大な影響を及ぼすことのないよう、計画的な予防保全型修繕を推進します。 

広域的な陸路の断絶による孤立化を防止するため、災害時の救助や物資供給に

必要な広域的な道路ネットワークの整備を推進するとともに、京奈和関空連絡道

路など国事業や県事業による整備を促進します。 

ウ） 防災拠点の機能充実 

学校・市役所・体育館等の避難所機能（備蓄・非常電源・通信等）の充実を図り

ます。また、大規模災害時には、県の救助拠点や物資等の集積・仕分け等の広域防

災拠点となる和歌山ビッグホエールや橋本市運動公園から、市の二次物資集積拠

点である紀の川市民体育館に物資等を受入れ、保管や仕分けが円滑に行える手法

の確立に努めます。 

エ） 延焼しにくい市街地の形成 

本地域においては、建築基準法第 22 条の指定区域とし、火災に強い安全な住環

境の整備を図ります。 

オ） 共助体制の強化 

住民参加による避難訓練やワークショップ、個別避難計画の作成支援等を通じ

て、地域における「共助力」の醸成を図ります。 

   

2 打田地域 
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 第 3 章 地域別構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

図 3-8︓ 打田地域のまちづくり方針図 

  

2 打田地域 
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3  粉河地域 

（1）歴史的背景 

粉河地域に立地する粉河寺は、奈良時代・宝亀元年（770 年）創建と伝えられ

る古刹で、西国三十三所第三番札所として広く信仰されています。 

天正 13 年（1585 年）、豊臣秀吉の紀州攻めにより粉河寺の伽藍は焼失し門前

町も大きな被害をうけました。 

その後、粉河寺の再建とともに門前町も復興し、紀北一帯の物資集散地として繁

栄しました。粉河酢、鋳物、うちわ等の特産品の生産地として発展しました。大和

街道・根来街道が交差する交通の要衝であり、紀の川の水運とも結びつき、商業が

大きく展開しました。 

明治 27 年に粉河村は町制を施行し、粉河町となりました。 

明治 33 年、紀和鉄道（現 JR 和歌山線）開通により、粉河駅と粉河寺を結ぶ参

道沿いに新たな市街地ができました。しかし、交通体系の変化から旧来の物資集散

地としての役割は縮小していきました。 

昭和 30 年、粉河町に長田村・竜門村・川原村・王子村の一部が合併し、翌年鞆

淵村が合併しました。 

平成 17 年、打田町・那賀町・桃山町・貴志川町と合併し、紀の川市が誕生しま

した。行政機能は打田地域に集約され、粉河駅周辺は生活拠点となっています。   

3 粉河地域 

無形民俗文化財「粉河祭」 
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（2）現状 

① 人口 

令和 2 年国勢調査による本地域の人口は 11,723 人であり、平成 7 年をピー

クに平成 12 年から減少に転じています。 

また、将来推計においても人口は減少し、令和 32 年には令和 2 年比で約 50％

（約 50％の減少）になると予測されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-9︓ 粉河地域の人口推移と将来推計 

 
本地域の人口構成比の推移をみると、高齢化が進んでおり、令和 2 年の高齢者

割合が 39.0％だったのに対し、令和 32 年には 60.2％に達すると予測されてい

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-10︓ 粉河地域の人口構成比の推移 

   

3 粉河地域 



 

  

 

86 
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② 土地利用 

本地域における都市計画区域内の土地利用は、北部は山林、中部の平野部は主に

畑が分布しています。 

粉河駅周辺には商業や公共施設といった都市的土地利用がみられるほか、粉河

駅から西では、田畑と住宅の混在がみられます。また、粉河駅から東と紀の川の南

では、畑（果樹園）の利用が多くみられます。 

新築動向をみると、粉河駅周辺に住宅の新築が多くみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

図 3-11︓ 粉河地域の土地利用分布図  

3 粉河地域 



 

  

 

87 
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     図 3-12︓ 粉河地域の新築動向  

3 粉河地域 
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 第 3 章 地域別構想 

③ 道路・交通 

本地域を通る広域幹線道路としては、中央部を国道 24 号が通っています。ま

た、北部を京奈和自動車道が通っており、地域内に紀の川東インターチェンジが設

置されているほか、（主）和歌山橋本線、（主）粉河加太線、（主）かつらぎ桃山線、

（主）高野口野上線、（一）西川原粉河線、（一）粉河那賀線、（一）西川原名手市

場線、（一）荒見粉河線、（一）粉河寺線が通っています。 

鉄道駅は、粉河駅と紀伊長田駅があり、粉河駅の令和 6 年における 1 日あたり

乗降客数は 1,742 人/日で市内最多となっています。 

バスは、一般路線バスと地域巡回バスがあります。また、紀の川デマンド乗合交

通が、乗り降りする時刻や場所に柔軟に対応できる公共交通として利用されてい

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-13︓ 粉河地域の交通体系図    図 3-14︓ 粉河地域のバスルート図 

 

 

   

3 粉河地域 
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 第 3 章 地域別構想 

④ 主要な施設 

本地域には、粉河駅の北側に粉河体育館•武道館、南側に紀の川市役所粉河支所、

東消防署、粉河ふるさとセンター、粉河河北緑地、粉河河南緑地、鞆渕出張所が立

地しています。 

学校は、粉河高校、粉河中学校、長田小学校、粉河小学校、竜門小学校、川原小

学校が立地しています。 

また、主な地域資源として、西国三十三所第三番札所として多くの巡拝者が訪れ

る粉河寺をはじめ、長田観音、秋葉山公園、観光特産センターこかわ、鞆淵八幡神

社、龍門山ハイキングコース、ハイランドパーク粉河などがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-15︓ 粉河地域の主要な施設 

 

3 粉河地域 
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 第 3 章 地域別構想 

⑤ 都市構造の特徴 

ア） 歴史と生活が交差する門前町 

粉河寺を中心に発展した歴史的な市街地構造が最大の特徴です。JR 粉河駅から

粉河寺にかけての門前町と、国道 24 号沿道の商業機能が組み合わさった「地域の

顔」となるエリアです。 

イ） 紀の川沿いの肥沃な平野 

紀の川の流れに沿って、肥沃な平野部から背後の傾斜地へと緩やかに変化する

地形を有しています。公共施設が集まる市街地の周辺には、農地と小集落が調和し

た農村都市構造が広がっています。 

ウ） 全国屈指の果樹生産拠点 

本地域から那賀地域・桃山地域にかけては果樹栽培が盛んです。特に柑橘類、桃、

柿などの生産量が豊富で、都市計画区域内でも畑の占める割合が非常に高いのが

構造的特色です。 

エ） 西国三番札所と歴史の核 

西国三十三所第三番札所の粉河寺は、地域文化の象徴であり強力な観光の核で

す。古くからの門前町の佇まいそのものが、地域のアイデンティティを形成してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 粉河地域 
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 第 3 章 地域別構想 

ワークショップの意見 
 

■残したいもの 

豊かな自然（ホタル、ギフチョウ、龍門山、桜池）／田・畑などの農地／文化財

（粉河寺、鞆淵八幡神社など）／昔の風習、郷土料理／粉河祭など伝統行事／公園、

ハイランドパーク粉河／門前の街並み 

■改善したいもの 

空き家対策、耕作放棄地の活用／鳥獣被害対策／公共交通の利便性向上（バス、

移動手段）／道路の拡幅、竜門橋の改善／防災対策（孤立リスクの低減、ヘリポー

ト整備など）／商業施設・スーパーの充実 

■創りたいもの 

メリハリのあるまちづくり（自然と住みやすさの両立）／粉河内を移動できる新

しい交通手段／地域交流拠点／新たな観光資源の開発（自然体験、文化体験など）

／大阪方面へのトンネル、鞆渕へのトンネル／防災拠点（ヘリポートなど） 

■その他 

消防団の活動強化／地域住民の交流促進／町中の住宅地の活用／粉河高校や地

域の教育資源の活用 

 

（地域別ワークショップの主な意見抜粋） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ワークショップで挙がった意見 

3 粉河地域 
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（3）都市構造上の課題 

① 人口減少を見据えた集約型都市構造の形成 

○ 本地域は、かつては門前町として栄え、現在も本市の主要な拠点の一つとなっ

ています。しかし、近年は人口減少及び少子高齢化が顕著となっており、令和

3 年には過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法に基づき、新たに過

疎地域としての指定を受けました。 

○ 粉河駅南側の国道 24 号沿道には、地域の核となる商業機能が一定の密度をも

って形成されており、地域住民の日常生活を支える重要な役割を担っています。

しかし、特に粉河駅北側エリアでは小売業商店数の減少や空き店舗の増加が課

題となっています。 

② 魅力と活気にあふれる産業の創出 

○ 農業従事者の高齢化、兼業化、担い手不足、農用地のスプロール的な宅地開発

による混住化が進み、中山間地域を中心に耕作放棄地が増加しています。 

○ 本地域は粉河寺の門前町として古くから栄えた歴史的な街並みを有していま

すが、歴史的資源や既存の商店街等を活用した観光・商業の連動が十分ではな

く、来訪者の回遊性の向上や滞在時間の延長が課題となっています。 

③ 豊かな自然環境と共生する持続可能な都市の実現 

○ 本地域の北部・南部の豊かな自然や田畑、森林と調和した地域づくりが必要です。 

④ 公共公益施設の最適化と利便性向上 

○ 公共施設の老朽化が進行しており、更新時期を迎える施設が増加しています。

厳しい財政状況や人口減少を見据え、施設の長寿命化を図るとともに、機能の

集約・複合化による最適配置を検討する必要があります。 

○ 老朽化が進行する公営住宅については、計画的な建て替えや集約化を推進する

必要があります。その際、単なる施設の更新に留まらず、周辺施設との連携等

により、多様な世帯が安全かつ快適に住み続けられる生活利便性の向上を図る

ことが課題となっています。 

○ 本地域の小学校については、児童数の減少により、学校規模に差が生じること

のないよう、適正な学校規模と配置の検討が必要です。 

⑤ 災害に強い安全で安心な都市の形成 

○ 本地域は中津川をはじめとする紀の川に合流する中小の河川が流れています。

河川の想定浸水では紀の川沿いを中心に浸水することが予想されています。 

○ 本地域は、北部の丘陵地（北志野・南志野周辺）や南部の山地部を有しており、

土地の利活用が制限される区域として、砂防指定地、地すべり防止区域及び急

傾斜地崩壊危険区域が指定されています。また、土砂災害防止法に基づき、土

砂災害警戒区域等が指定されています。 

○ 本地域には農業用ため池（中津川流域や丘陵部を中心）が多数あり、中には老

朽化の進んだものや、現在はほとんど利用されていないものもみられます。宅

地開発の進展が堤体付近まで及んでいる地区もあり、安全確保が重要な課題と

なっています。 

3 粉河地域 
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（4）分野別の方針 

① 土地利用の方針 

■ 基本視点 

本地域は、粉河寺周辺の歴史的な街並みと丘陵部に広がる果樹地帯が織りなす

景観が調和したまちづくりを目指し、農業、工業等の産業と住居の各土地利用が適

切に共存し、調和の取れた土地利用を進めます。 

ア） 生活拠点商業地の維持・充実 

粉河駅周辺を中心とした生活拠点商業地では、食料品・日用品の商業施設をは

じめ、医療・福祉等の近隣商業及び生活サービス機能の継続的な確保を図りま

す。 

イ） 沿道商工業地の計画的誘導 

国道 24 号沿道の沿道商工業地においては、既存の店舗立地状況を踏まえ、周

辺環境との調和に配慮しつつ、生活拠点と連携したロードサイドならではの業

務・サービス機能の集積を図ります。 

ウ） 安全で快適な住環境の形成 

国道 24 号沿いに集積する商業・サービス機能の高い利便性を活かし、多様な世

代が将来にわたって安全・安心に住み続けられる住環境の維持・向上を図ります。 

エ） 農住共生と秩序ある土地利用の推進 

自然環境・田畑・森林の多面的機能を尊重し、農地と居住空間が共生する区域

設定により、無秩序な宅地化を抑制しつつ、生活基盤の計画的整備を行っていき

ます。また、本地域の魅力である果樹栽培に適した優良な農地と住宅地が調和し

た、ゆとりある生活空間を次世代へ継承します。 

オ） 工業地の秩序形成 

一般工業地（長田中地区）には大規模工場が集積しており、住宅地や集落、田

園環境と近接した立地特性を有しています。こうした特性を踏まえ、地域の活力

を支える職住近接の利点を活かしながら、周辺環境との調和に配慮した操業環境

の確保を図ります。 

また、生活環境と生産環境がバランスよく共存する持続可能な土地利用を実現

するため、適切な土地利用誘導や環境配慮を行い、良好な生活環境と操業環境の双

方の維持に資する計画的かつ秩序ある工業地の形成を促進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 粉河地域 
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② 都市施設の整備に関する方針 

■ 基本視点 

本地域は、国道 24 号や京奈和自動車道（紀の川東インターチェンジ）等の広域

的なアクセス性を最大限に活かし、広域幹線道路から鉄道、自転車、歩行者空間に

至る「多層的な交通ネットワーク」を構築し、生活・通勤通学・観光が円滑に結び

つくまちづくりを推進します。 

ア） 道路ネットワーク 

広域連携道路：（都）粉河馬宿線・（都）北長田粉河線・（都）馬宿名手市場線等

は、国道 24 号や京奈和自動車道を結ぶ道路として、幹線道路沿道の円滑な交通環

境の維持・向上に努めます。 

都市間連絡道路：（主）高野口野上線、（主）粉河加太線、市道那賀打田線、広域

農道（紀の里地区）は、地域の実情に応じて必要な整備を行えるよう要望を進めま

す。 

都市内連絡道路：（都）本町線、（都）猪垣粉河線、（都）松井石町線など都市の骨

格を形成する道路網は、定期的な施設点検及び計画的な補修を通じて、効率的かつ持

続可能な維持管理を推進し、自動車及び歩行者や自転車の日常的な利用に加え、災害

時利用における安全性・信頼性の確保に努めます。 

イ） 鉄道・駅前広場 

交通拠点である粉河駅については、鉄道・バス・自家用車等の多様な交通モー

ドが集積する結節点として、円滑な交通処理を図るとともに、バリアフリー化の

推進や視認性・利便性に配慮した案内サインの整備等により、誰もが快適に利用

できる魅力的な駅前広場空間の形成に努めます。 

過度に自家用車利用に依存することなく、徒歩、自転車、公共交通等の各モード

が連携することで、持続可能な交通体系の構築を推進する観点から、自動車利用者

の公共交通機関への転換を促すため、駅周辺にパークアンドライドが可能な駐車

場及び駐輪場を整備し、その利用促進に努めます。 

ウ） 公園・緑地 

粉河河北緑地は紀の川右岸に位置し、グラウンド等の施設を有することから、

地域のスポーツ・レクリエーションの場として親しまれています。今後は、その

機能を維持し、地域の健康増進や交流促進に資する空間として、レクリエーショ

ン利用のさらなる促進に努めます。 

粉河河南緑地は紀の川左岸に位置し、園路等の施設を有しています。今後は、社

会環境の変化や市民ニーズを踏まえた施設のあり方について検討を進めます。 

エ） 上下水道 

上水道においては、送配水管及び浄水施設等の老朽化施設に対する計画的な更

新・耐震化を推進するとともに、未整備地域については計画的かつ必要性に応じて、

地域に適した整備に努めます。 

公共下水道については、紀の川市流域関連公共下水道全体計画や同事業計画に

基づき、地域特性に応じた汚水処理手法を適切に選択します。 

3 粉河地域 
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オ） その他 

本地域の小学校については、同年代による対話の機会を確保するため、地域内

で校区が隣接する小学校への統合を軸に学校規模の適正化を図ります。 

公共施設の再編にあたっては、PPP/PFI 等の官民連携手法の導入や住民主体の

利活用を検討し、既存ストックの多用途転用や機能複合化を促進することで、持

続可能な地域活性化の拠点形成を図ります。 

③ 市街地整備等に関する方針 

■ 基本視点 

本地域は、歴史文化、生活拠点、鉄道交通、田園風景が重なる複合都市構造とな

っています。 

市民意識調査・中学生・高校生アンケートでは、駅周辺のにぎわい不足・商業の

弱さ・公共交通満足度の低さが指摘されており、駅前から門前町一体の活性化が課

題です。 

ア） 粉河寺門前町の景観保全 

国指定文化財や名勝等の歴史的資源を核に、建築物の修景やサインの適正化を

促すとともに、一体的な歴史景観の継承に努めます。 

また、沿道広告物は、地域特性に応じ景観と調和する規制・誘導を行い、門前町

としての連続性のある街並み景観の維持を推進します。 

イ） 粉河とんまか通り周辺の活性化 

小規模複合施設（飲食・交流・ゲストハウスなど）を中心に、粉河とんまか通り

の回遊性を高め、地域資源を活かした交流の場を形成し、来訪者と住民がともに楽

しめる空間づくりを目指します。 

ウ） 住宅地の環境改善と空き家対策 

生活幹線の適切な維持管理や機能改善により、安全な生活環境の維持に努めま

す。空き家対策については、倒壊等のおそれがある危険な空き家の除却を促進し、

市民の安全・安心な暮らしを守るとともに、空き家バンクの活用等による適正管

理・利活用を並行して進めることで、住環境の質の向上と移住・定住の促進を図り

ます。 

エ） 国道 24 号沿道のにぎわいのある景観形成 

交通量データを踏まえ、広域集客に耐える安全対策や、景観に配慮した取組を進

め、飲食・物販・体験等の複合的なにぎわいのある沿道の景観形成を図ります。 

 

 

 

 

 

 

3 粉河地域
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④ 都市防災等の方針 

■ 基本視点 

紀の川流域の浸水被害、山間部等の土砂災害、歴史市街地の延焼リスクの高い木

造密集地域など複合的なリスクに対応します。 

ア） 流域治水の推進と浸水被害の軽減 

紀の川の水位上昇、内水氾濫対策として、排水機能強化に努めます。 

イ） 地震に強い都市構造の構築 

災害時の緊急輸送道路及び啓開ルートとなる道路の整備に努めます。また、道路

や橋梁の老朽化等による機能不全により、道路ネットワークが分断し、社会経済活

動に甚大な影響を及ぼすことのないよう、計画的な予防保全型修繕を推進します。 

ウ） 防災拠点の機能充実 

学校・市役所・体育館等の避難所機能（備蓄・非常電源・通信等）の充実を図り

ます。 

エ） 延焼しにくい市街地の形成 

歴史ある街並みの風情を活かしつつ、建物の不燃化を段階的に促進することで、

次世代に引き継げる安全・安心な住環境の形成を図ります。 

オ） 共助体制の強化 

住民参加による避難訓練やワークショップ、個別避難計画の作成支援等を通じ

て、地域における「共助力」の醸成を図ります。 

   

3 粉河地域 
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図 3-16︓ 粉河地域のまちづくり方針図 
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4  那賀地域 

（1）歴史的背景 

那賀地域は、室町時代には「市場」の名前がみられるように古来より交通や物流

の拠点として発展を遂げてきました。 

江戸時代には、和歌山城下から一日行程の距離に位置したことなどから本陣が

配置され、大和街道（伊勢街道）沿いの在郷町としてにぎわいをみせました。また、

紀の川の両岸を結んだ渡し舟「名手の渡し」は、高野山の参詣にも利用され、広域

的な交通の要衝の地として栄えました。 

昭和 30 年、名手町・麻生津村・上名手村・狩宿村・王子村の一部が合併し那賀

町が発足しました。名手市場が行政中心で、歴史的な市庭としての役割が継続しま

した。 

本地域は、世界初の全身麻酔による手術を成功させた外科医・華岡青洲の生誕地

であり、「道の駅 青洲の里」では功績を広く紹介しています。 

平成 17 年、打田町・粉河町・桃山町・貴志川町と合併し、紀の川市が誕生しまし

た。行政機能は打田地域に集約され、本地域の名手駅周辺は生活拠点となっています。 

   

4 那賀地域 
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（2）現状 

① 人口 

令和 2 年国勢調査による那賀地域の人口は 6,450 人であり、年々減少してい

ます。 

また、将来推計においても人口は減少し、令和 32 年には令和 2 年比で約 45％

（約 55％の減少）になると予測されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-17︓ 那賀地域の人口推移と将来推計 

 
本地域の人口構成比の推移をみると、高齢化が進んでおり、令和 2 年の高齢者

割合が 38.2％だったのに対し、令和 32 年には 53.2％に達すると予測されてい

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 3-18︓ 那賀地域の人口構成比の推移 
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② 土地利用 

本地域における都市計画区域内の土地利用は、北部は山林、中部の平野部は主に

畑が分布しています。 

名手駅周辺には商業や公共施設といった都市的土地利用がみられ、国道 24 号

沿道に商業施設が多くみられます。また、北部や紀の川の南では、傾斜地の畑（果

樹園）利用が多くみられます。 

新築動向をみると、新築は名手駅周辺に集中しており、用途は、住宅が大半を占

めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-19︓ 那賀地域の土地利用分布図  
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    図 3-20︓ 那賀地域の新築動向   

4 那賀地域 
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③ 道路・交通 

本地域を通る広域幹線道路としては、中央部を東西に国道 24 号、東に国道 480

号、北部に京奈和自動車道が通っているほか、（主）和歌山橋本線、（一）上鞆渕那

賀線、（一）中尾名手市場線、（一）粉河那賀線、（一）西川原名手市場線が通って

います。 

鉄道は、JR 和歌山線が東西に通っており、名手駅が地域の中心に立地していま

す。 

バスは、地域巡回バスがあります。また、地域巡回バスの補完路線として、名手

駅から南へデマンド型乗合タクシーが運行しているほか、紀の川デマンド乗合交

通が、乗り降りする時刻や場所に柔軟に対応できる公共交通として利用されてい

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-21︓ 那賀地域の交通体系図    図 3-22︓ 那賀地域のバスルート図   

4 那賀地域 
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④ 主要な施設 

本地域には、名手駅北側に那賀総合センター、国道 24 号南側に紀の川市役所那

賀支所や那賀体育館があり、紀の川南側には、愛宕池公園が整備されています。 

学校は、県立高等看護学院、那賀中学校、名手小学校、上名手小学校、麻生津小

学校が立地しています。 

また、主な地域資源として、国指定史跡の旧名手宿本陣をはじめ、医聖・華岡青

洲ゆかりの地に整備された道の駅青洲の里、名手八幡神社、和泉葛城山、藤崎弁天

などがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-23︓ 那賀地域の主要な施設 

4 那賀地域 
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⑤ 都市構造の特徴 

ア）  旧街道の歴史を継承する宿場町 

旧大和街道の宿場町として栄えた名手市場周辺を中心に市街地が形成されてい

ます。JR 名手駅や国道 24 号沿道に生活・商業機能が集積した、歴史ある生活拠

点です。 

イ）  河川段丘と山麓に広がる集落 

紀の川の河川段丘から北側の和泉山脈にかけて、自然条件と一体となった農村

集落が形成されています。 

ウ）  多品目農業と広域交通の接点 

果樹栽培に加え、「花き（葉ボタン等）」の栽培も盛んな農業地帯です。また、大

阪府に接続する国道 480 号からの人や物流の利便性を有しています。 

エ）  医聖「華岡青洲」ゆかりの文化拠点 

「青洲の里」や「春林軒」など、世界的な偉人である華岡青洲ゆかりの施設が整

備されています。地域文化の象徴として、教育・歴史・観光の面で重要な核となっ

ています。 
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ワークショップの意見 
 

■残したいもの 

果樹栽培など農業エリア／青洲の里など地域資源／子育てサポート事業所、福

祉施設／駅前のにぎわい／遊具のある公園 

■改善したいもの 

空き家対策／商業施設の充実／小さい公園や使われていない公園の活用・集約

化／居住地の集約（国道・駅周辺への誘導）／下水道認可区域の整備 

■創りたいもの 

スーパー銭湯など新しい生活利便施設／駅前のさらなるにぎわい創出／新たな

子育て・福祉サポート拠点／公園のリニューアルや新設 

■その他 

地域資源の活用（青洲の里、旧名手宿本陣など）／教育資源の活用（高等看護学

校など）／交通アクセスのさらなる向上（道路整備など） 

 

（地域別ワークショップの主な意見抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ワークショップで挙がった意見 

4 那賀地域 
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（3）都市構造上の課題 

① 人口減少を見据えた集約型都市構造の形成 

○ 本地域は令和 3 年に過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法に基づ

く過疎地域に指定されており、人口減少に伴い、日常生活を支える商業施設や

医療・福祉等のサービス機能の維持が困難になりつつあります。 

○ 地域固有の資産である青洲の里の歴史的・文化的な空間と、広域交通の拠点で

ある鉄道駅を核として、これら地域資源の相乗効果による地域の活性化を図る

必要があります。 

○ 本地域の商業機能は、国道 24 号沿いの施設が日常生活を支える中心となって

いる一方、名手駅周辺では人口減少等の影響により商業施設が減少傾向にあり

ます。地域住民の生活利便性を守るため、これら商業機能の維持・確保に向け

た取組が必要です。 

② 魅力と活気にあふれる産業の創出 

○ 農業従事者の高齢化、兼業化、担い手不足、農用地のスプロール的な宅地開発

による混住化が進み、中山間地域を中心に耕作放棄地が増加しています。 

③ 豊かな自然環境と共生する持続可能な都市の実現 

○ 本地域の北部・南部の豊かな自然や田畑、森林と調和した地域づくりが必要です。 

④ 公共公益施設の最適化と利便性向上 

○ 本地域の小学校については、児童数の減少により、学校規模に差が生じること

のないよう、適正な学校規模と配置の検討が必要です。 

○ 老朽化が進行する公営住宅については、計画的な建て替えや集約化を推進する

必要があります。その際、単なる施設の更新に留まらず、周辺施設との連携等

により、多様な世帯が安全かつ快適に住み続けられる生活利便性の向上を図る

ことが課題となっています。 

⑤ 災害に強い安全で安心な都市の形成 

○ 本地域は、紀の川に合流する中小の河川が流れています。河川の想定浸水では

紀の川を中心に浸水することが予想されています。 

○ 本地域は、北部・南部に丘陵地・山地部（名手上・名手下、赤沼田、麻生津中周

辺等）を有しており、土地の利活用が制限される区域として、砂防指定地、地す

べり防止区域及び急傾斜地崩壊危険区域が指定されています。また、土砂災害防

止法に基づき、土砂災害警戒区域等が指定されています。 

○ 本地域には農業用ため池が多数あり、中には老朽化の進んだものや、現在はほ

とんど利用されていないものもみられます。宅地開発の進展が堤体付近まで及

んでいる地区もあり、安全確保が重要な課題となっています。   

4 那賀地域 
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（4）分野別の方針 

① 土地利用の方針 

■ 基本視点 

本地域は、旧街道沿いの歴史的な街並みと丘陵部に広がる果樹地帯が織りなす

景観が調和したまちづくりを目指し、農業、工業等の産業と住居の各土地利用が適

切に共存し、調和の取れた土地利用を進めます。 

ア） 生活拠点商業地の維持・充実 

名手駅周辺を「生活拠点商業地」として位置づけ、日常生活を支える近隣商業・

医療・福祉などのサービス機能の維持・確保に努めます。 

イ） 沿道商工業地の計画的誘導 

国道 24 号沿道の商業・業務集積地を沿道商工業地として、計画的な土地利用を

誘導・規制します。これにより、商業サービス機能の充実と多様な商業・行政・業

務機能の集積を促進します。 

ウ） 歴史的資源と調和する土地利用 

旧名手宿本陣や旧街道に点在する建築物を地域の誇りとして次世代へ継承する

ため、建物の利活用を支援し、歴史的な風情を活かした魅力ある街並みを地域とと

もに育む仕組みづくりを進めます。 

エ） 農住共生と秩序ある土地利用の推進 

自然環境・田畑・森林の多面的機能を尊重し、農地と居住空間が共生する区域設

定により、無秩序な宅地化を抑制しつつ、生活基盤の計画的整備を行っていきます。

また、本地域の魅力である果樹栽培に適した優良な農地と住宅地が調和した、ゆと

りある生活空間を次世代へ継承します。 

オ） 工業地の秩序形成 

既存の小規模工場等に対し、住工混在の抑制、騒音・振動・物流動線への配慮な

ど秩序形成を図ります。 

② 都市施設の整備に関する方針 

■ 基本視点 

本地域は、国道 480 号や国道 24 号による広域的なアクセス性を最大限に活か

し、広域幹線道路から鉄道、自転車、歩行者空間に至る「多層的な交通ネットワー

ク」を構築し、生活・通勤通学・観光が円滑に結びつくまちづくりを推進します。 

ア） 道路ネットワーク 

広域連携道路：鍋谷トンネルの開通により飛躍的に向上した大阪方面との接続

性を最大限に活用し、国道 480 号を「物流の効率化」や「交流人口の拡大」を

牽引する重要軸として、幹線道路沿道の円滑な交通環境の維持・向上に努めま

す。 
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都市間連絡道路：（主）高野口野上線、市道那賀打田線、広域農道（紀の里地区）

は、地域の実情に応じて必要な整備を行えるよう要望を進めます。 

都市内連絡道路：（都）名手市場線・（都）名手市場名手西野線・（都）那賀名手

市場線など都市の骨格を形成する道路網は、定期的な施設点検及び計画的な補修

を通じて、効率的かつ持続可能な維持管理を推進し、自動車及び歩行者や自転車の

日常的な利用に加え、災害時利用における安全性・信頼性の確保に努めます。 

イ） 鉄道・駅前広場 

名手駅は「交通拠点」としての役割を踏まえ、駅前空間や交通動線のあり方につ

いて今後も検討を進めます。 

ウ） 公園・緑地 

愛宕池公園、王子公園、名手公園は、公園施設長寿命化計画に基づき定期的な施

設点検を実施します。西元町公園については、老朽化や利用ニーズの変化を踏まえ、

周辺公園への機能集約や適正化（見直し）を図ります。 

エ） 上下水道 

上水道においては、送配水管及び浄水施設等の老朽化施設に対する計画的な更

新・耐震化を推進します。 

また、公共下水道については、紀の川市流域関連公共下水道全体計画や同事業計

画に基づき、地域特性に応じた汚水処理手法を適切に選択します。 

オ） その他 

本地域の一部の小学校については、同年代による対話の機会を確保するため、

地域内で校区が隣接する小学校への統合を軸に学校規模の平準化を図ります。 

小学校など、公共施設の再編にあたっては、PPP/PFI 等の官民連携手法の導入

や住民主体の利活用を進め、既存ストックの多用途転用や機能複合化を促進する

ことで、持続可能な地域活性化の拠点形成を図ります。 

③ 市街地整備等に関する方針 

■ 基本視点 

本地域では、宿場町としての歴史的背景や鉄道拠点としての特性、生活拠点とし

ての役割を踏まえ、市街地の一体的な整備を進め、歩行環境の向上や日常利便性、

景観への配慮を図る必要があります。 

市民意識調査・中学生・高校生アンケート結果では、商業・にぎわい・公共交通

に課題がみられることから、市街地周辺の活性化を図ることが課題です。 

ア） 旧宿場町エリアの歴史景観再生と交流拠点形成 

旧名手宿本陣・旧街道、青洲の里を軸に、連続する街並み景観の保全に努めます。

既存建物の利活用支援を通じて、文化・交流・観光案内等の機能を戦略的に誘導し、

地域住民の日常的な利便性と来訪者による観光消費が相互に作用する「日常と観

光の複合消費」の創出を促します。 
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イ） 農業と調和した居住環境の整備と保全 

名手駅周辺の拠点機能を維持しつつ、その周縁部に広がる豊かな農地と住宅地

が近接するエリアにおいて、生産活動と生活環境が相互に調和した質の高い居住

空間の整備を進めます。農地が持つ開放感や防災・環境保全機能を適正に評価し、

無秩序な市街化を抑制することで、安定した住環境の保全を図ります。 

ウ） 住宅地の環境改善と空き家対策 

生活幹線の適切な維持管理や機能改善により、安全な生活環境の維持に努めま

す。空き家対策については、倒壊等のおそれがある危険な空き家の除却を促進し、

市民の安全・安心な暮らしを守るとともに、空き家バンクの活用等による適正管

理・利活用を並行して進めることで、住環境の質の向上と移住・定住の促進を図り

ます。 

エ） 景観形成 

旧街道沿いの伝統的な建築物や、紀の川、背後に広がる山並み、それらをつなぐ

豊かな農地が一体となった本地域固有の景観価値の向上に努めます。沿道広告物

は地域特性に応じ、景観と調和する規制・誘導で質の向上を図ります。 

④ 都市防災等の方針 

■ 基本視点 

本地域は紀の川流域の水害（洪水・内水）リスクに晒され、山麓の土砂災害、歴

史市街地の木造密集・延焼等の複合的な災害リスクを抱えています。市民意識調査

結果では災害対策が最重要とされており、総合的対策が不可欠となっています。 

ア） 流域治水の推進と浸水被害の軽減 

紀の川の水位上昇、内水氾濫対策として、排水機能強化に努めます。無堤区間の

築堤については、国・県・地元と連携して合意形成・早期実現を図ります。 

イ） 地震に強い都市構造の構築 

災害時の緊急輸送道路及び啓開ルートとなる道路の整備に努めます。また、道路

や橋梁の老朽化等による機能不全により、道路ネットワークが分断し、社会経済活

動に甚大な影響を及ぼすことのないよう、計画的な予防保全型修繕を推進します。 

ウ） 防災拠点の機能充実 

学校・市役所・体育館等の避難所機能（備蓄・非常電源・通信等）の充実を図り

ます。また、大規模災害時には、県の救助拠点や物資等の集積・仕分け等の広域防

災拠点となる和歌山ビッグホエールや橋本市運動公園から、市の二次物資集積拠

点である那賀体育館に物資等を受入れ、保管や仕分けが円滑に行える手法の確立

に努めます。 

エ） 延焼しにくい市街地の形成 

一部の地域については、建築基準法第 22 条指定区域にするとともに、建物の不

燃化を段階的に促進することで、次世代に引き継げる安全・安心な住環境の形成を

図ります。 
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オ） 共助体制の強化 

住民参加による避難訓練やワークショップ、個別避難計画の作成支援等を通じ

て、地域における「共助力」の醸成を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-24︓ 那賀地域のまちづくり方針図  
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5  桃山地域 

（1）歴史的背景 

桃山地域は、紀の川左岸に広がっており、平安時代に美福門院が高野山に寄進し

たことからほぼ全域が高野山領となりました。安土桃山時代には、木食応其によっ

て安楽川井用水が再興されるなど、水はけがよく肥沃な土壌の恩恵を受け、果樹栽

培が盛んに行われました。 

昭和 31 年、安楽川町・調月村・奥安楽川村が合併し、桃山町として発足しまし

た。昭和 32 年には、細野村の一部（垣内・細野中畑・峯・根来窪）を編入し町域

が拡大しました。 

旧町名は、町が桃の産地であることに由来しており、桃の栽培は江戸時代に摂津

国池田（大阪府池田）から苗木を導入したことがはじまりとされています。「あら

川の桃」は令和 5 年に農林水産省所管の地理的表示保護制度に登録されるなど、

全国有数の評価を誇り、直売所には多くの客が訪れる産地となっています。 

平成 17 年、打田町・粉河町・那賀町・貴志川町と合併し、紀の川市が誕生しま

した。行政機能は打田地域に集約され、本地域の桃山支所周辺は生活拠点となって

います。 

   

5 桃山地域 

環境省かおり風景 100 選「桃源郷」 
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（2）現状 

① 人口 

令和 2 年国勢調査による本地域の人口は 6,591 人であり、年々減少していま

す。 

また、将来推計においても人口は減少し、令和 32 年には令和 2 年比で約 52％

（約 48％の減少）になると予測されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-25︓ 桃山地域の人口推移と将来推計 

 
本地域の人口構成比の推移をみると、高齢化が進んでおり、令和 2 年の高齢者

割合が 35.3％だったのに対し、令和 32 年には 49.3％に達すると予測されてい

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-26︓ 桃山地域の人口構成比の推移 
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② 土地利用 

本地域における都市計画区域内の土地利用は、新築を含め国道 424 号沿道一帯

に住宅用地が多くなっています。住宅用地は地域内に点在しており、畑との混在が

みられます。また、紀の川の南では畑（果樹園）の利用が多くみられます。 

その他、桃山第 1・第 2・第 3 工業団地などの大規模な工業用地が多くみられ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-27︓ 桃山地域の土地利用分布図   
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図 3-28︓ 桃山地域の新築動向 
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③ 道路・交通 

本地域を通る広域幹線道路としては、南北方向に国道 424 号が通っているほ

か、（主）かつらぎ桃山線、（主）高野口野上線、（一）桃山下井阪線、（一）桃山丸

栖線、（一）垣内貴志川線が通っています。 

本地域には鉄道がなく、バスは、紀の川コミュニティバス及び地域巡回バスが運

行されています。また、紀の川デマンド乗合交通が、乗り降りする時刻や場所に柔

軟に対応できる公共交通として利用されています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-29︓ 桃山地域の交通体系図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-30︓ 桃山地域のバスルート図 
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④ 主要な施設 

本地域には、紀の川市役所桃山支所、総合センター桃山会館、桃山勤労者体育セ

ンター、南消防署、和歌山県農林水産総合技術センター内水面試験地、桃源郷運動

公園、紀の海クリーンセンターなどがあります。 

学校は、荒川中学校、安楽川小学校、調月小学校が立地しています。 

また、主な地域資源として、社殿が国指定重要文化財に指定される三船神社をは

じめ、那賀スポーツレクリエーションセンター、桃山物産センター、細野渓流キャ

ンプ場などがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-31︓ 桃山地域の主要な施設 
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⑤ 都市構造の特徴 

ア）  生活拠点と歴史・文化の共生 

桃山支所周辺や国道 424 号・主要地方道沿いに公共施設や商店が集まり、住民

の生活・交流の核となっています。三船神社などの歴史的資源が、居住エリアや農

地と隣接して点在しており、地域の生活空間と一体となった景観を構成しています。 

イ）  紀の川南岸の肥沃な扇状地 

紀伊山地の麓から紀の川に向かって広がる扇状地や緩やかな段丘上に集落が形

成されています。豊かな緑と水に囲まれた、ゆとりある農住環境が維持されていま

す。 

ウ）  全国ブランド「あら川の桃」の生産拠点 

「あら川の桃」として知られる大規模な果樹園が地域全体に広がっています。果

樹栽培に適した土壌と水利系が整備された土地利用構造です。 

エ）  四季を感じる「桃源郷」の風景 

春には地域一面が桃色に染まる「桃源郷」の景観そのものが強力な観光資源です。

収穫時期の直売活動など、農業生産と観光消費が直結した構造が地域経済を支えて

います。 
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ワークショップの意見 
 

■残したいもの 

手入れされた里山／文化資源（三船神社、大歳神社など）／紀の海クリーンセン

ター／古民家／農業生産・観光資源（桃源郷、花見） 

■改善したいもの 

スーパーへのアクセス手段／管理不全地の解消、草刈りなど企業の力を借りる

農業／浸水・内水対策、排水ポンプの整備／公園の新設・大型遊具の導入／交通渋

滞の緩和／荒川中から市民体育館への交通アクセス改善 

■創りたいもの 

学校跡地でのキャンプ場／総合的な運動公園、防災面も考慮した施設／子ども

と企業の交流・産業体験拠点／トゥクトゥクによる桃源郷観光／お金の落ちる観

光施設／新しい買い物拠点（駄菓子屋など） 

■その他 

それぞれの担い手（農業・観光・企業など）の確保／住民雇用の企業農業の推進

／地域資源の活用と新たな担い手づくり 

 

（地域別ワークショップの主な意見抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップで挙がった意見 

5 桃山地域 



 

  

 

119 

 第 3 章 地域別構想 

（3）都市構造上の課題 

① 人口減少を見据えた集約型都市構造の形成 

○ 本地域は令和 3 年に過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法に基づ

く過疎地域に指定されており、人口減少に伴い、日常生活を支える商業施設や

医療・福祉等のサービス機能の維持が困難になりつつあります。そのため、桃

山支所周辺等の地域拠点や、国道 424 号・(主)和歌山橋本線等の主要沿道に

おいて、これらの機能を維持・誘導するための土地利用のあり方が課題となっ

ています。 

○ 高齢化の進展に伴い地域公共交通を必要とする交通弱者が増加しています。点在

する各集落から、生活利便施設が集積する拠点へと効率的につなぐ持続可能な公

共交通ネットワークの構築と、それと連携した拠点形成が不可欠な課題です。 

② 魅力と活気にあふれる産業の創出 

○ 主要産品である「桃」をはじめとする果樹農業において、農業従事者の高齢化

や後継者不足が深刻化しており、農家数が減少しています。 

③ 豊かな自然環境と共生する持続可能な都市の実現 

○ 本地域の南部の豊かな自然や平野部に広がる田畑、森林と調和した地域づくり

が必要です。 

④ 公共公益施設の最適化と利便性向上 

○ 本地域の小学校については、児童数の減少により、学校規模に差が生じること

のないよう、適正な学校規模と配置の検討が必要です。 

⑤ 災害に強い安全で安心な都市の形成 

○ 本地域は地域北西部において紀の川と貴志川が合流しており、市域の中でも広

範囲にわたって浸水リスクが高い区域が含まれています。貴志川流域は、令和

8 年 3 月に特定都市河川として指定され、流域一体で総合的な治水対策を進

めることとしています。 

○ 本地域は、南部の山地・丘陵部を有しており、土地の利活用が制限される区域

として、砂防指定地、地すべり防止区域及び急傾斜地崩壊危険区域が指定され

ています。また、土砂災害防止法に基づき、土砂災害警戒区域等が指定されて

います。 

○ 本地域には農業用ため池が多数あり、中には老朽化の進んだものや、現在はほ

とんど利用されていないものもみられます。宅地開発の進展が堤体付近まで及

んでいる地区もあり、安全確保が重要な課題となっています。 
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（4）分野別の方針 

① 土地利用の方針 

■ 基本視点 

本地域は、桃源郷として親しまれる桃畑など自然環境と調和したまちづくりを

目指し、農業、工業等の産業と住居の各土地利用が適切に共存し、調和の取れた土

地利用を進めます。 

ア） 生活拠点商業地の維持・充実 

桃山支所周辺を生活拠点商業地と位置づけ、食料品・日用品等の購買機能や医療、

子育て、福祉などの生活利便機能が、既存の市街地環境を活かしながら維持・更新

されるよう、各機能の集約と持続的な立地誘導を促します。また、国道 424 号や

（主）和歌山橋本線等の沿道では、地域住民の日常生活を支える店舗や、地場産品

を扱う商業施設など、地元に根差した機能の立地・維持を図ります。 

イ） 桃源郷の景観と調和した住環境の形成 

桃源郷をはじめとする本市特有の農村景観を保全するため、農地と居住空間が

共生する土地利用を推進します。また、森林や農地の持つ水源涵養や生物多様性な

どの多面的機能を維持・発揮させる誘導に努めます。 

ウ） 産業拠点の安定運用と環境調和 

桃山工業団地は「産業拠点」であり、操業環境の保全・周辺との調和を前提に、

事業拡張需要に合わせた柔軟で計画的な土地利用誘導を進めます。地域の活力を

支える職住近接の利点を活かしつつ、操業環境の安定的な維持と周辺環境との調

和を図ります。 

また、大規模工場が分散して立地するエリアにおいては、住宅地や田園環境に近

接する立地特性を踏まえ、地域の雇用や暮らしを支える職住近接の強みを活かし

た土地利用を基本とします。そのうえで、周辺環境との調和に配慮しながら、良好

な生活環境と操業環境の双方が維持されるよう適切な土地利用誘導を図り、計画

的で秩序ある工業地の形成を促進します。 

② 都市施設の整備に関する方針 

■ 基本視点 

本地域は、広域幹線道路から、自転車、歩行者空間に至る「多層的な交通ネッ

トワーク」を構築し、生活・通勤通学・観光が円滑に結びつくまちづくりを推進

します。また、桃源郷運動公園や学校跡地等の公共ストックを、防災・交流・産

業の多機能な拠点として再編・利活用することで、安全で活力ある地域環境の維

持・更新を図ります。 

ア） 道路ネットワーク 

広域連携道路：国道 424 号を広域交流・物流・災害時の代替を担う重要軸と

して位置づけ、交差点改良や交通安全施設の重点的な整備により、円滑で信頼性

の高い広域ネットワークの構築に努めます。 

5 桃山地域 
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都市間連絡道路：（主）かつらぎ桃山線、（主）桃山下井阪線は、地域の実情に

応じて必要な整備を行えるよう要望を進めます。 

都市内連絡道路：市道など都市の骨格を形成する道路網は定期的な施設点検及

び計画的な補修を通じて、効率的かつ持続可能な維持管理を推進し、自動車及び歩

行者や自転車の日常的な利用に加え、災害時利用における安全性・信頼性の確保に

努めます。 

イ） バス・デマンド交通と利便性の向上 

乗継拠点における待合環境の改善や、利用実態に即した時刻・ルートの適宜見直

しを推進し、地域の実情に応じた環境整備により、バス・デマンド交通の使いやす

さの向上に努めます。また、鉄道軸の交通拠点（貴志駅・下井阪駅）との接続性の

向上を図ります。 

ウ） 公園・緑地 

桃源郷運動公園の再整備にあたっては、地域のスポーツ拠点として持続的に機

能することを目指すとともに、併せて、防災機能や環境への配慮を重視しながら

市民の多様なライフスタイルや交流ニーズに応えられる空間の創出を図ります。 

エ） 上下水道 

上水道においては、送配水管及び浄水施設等の老朽化施設に対する計画的な更

新・耐震化を推進します。 

公共下水道については、紀の川市流域関連公共下水道全体計画や同事業計画に

基づき、地域特性に応じた汚水処理手法を適切に選択します。また、善田地区の農

業集落排水は、既存の集落排水施設の維持管理を行います。 

オ） その他 

本地域の小学校については、同年代による対話の機会を確保するため、地域内

で校区が隣接する小学校への統合を軸に学校規模の適正化を図ります。 

小学校など、公共施設の再編にあたっては、PPP/PFI 等の官民連携手法の導入

や住民主体の利活用を検討し、既存ストックの多用途転用や機能複合化を促進す

ることで、持続可能な地域活性化の拠点形成を図ります。 

③ 市街地整備等に関する方針 

■ 基本視点 

生活拠点のあり方や周辺環境の特性を踏まえ、道路環境や歩行空間、景観との調

和に配慮しながら、市街地の一体的な整備を検討します。あわせて、農地と住宅が

混在する地域特性を踏まえ、日常生活や交流の場の形成に努めます。 

ア） 居住環境と生活拠点商業地の充実 

桃山支所周辺については、地域の生活を支える身近な生活拠点として、支所機能

を中心とした行政サービスの提供や、近隣商業・医療・子育て・福祉・交流の施設

の誘導を図ります。 
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イ） 桃畑景観と交流拠点を結ぶ周遊ルートの確立 

象徴的な桃畑の景観を活かし、地域の飲食店や直売所などをネットワーク化し、

季節ごとに楽しめる周遊ルートの確立を図ります。収穫期などの繁忙期における

農作業車両と来訪者の共存を目指し、駐車場の適正な配置や誘導によって車両動

線を整えることで、交通の混雑緩和と安全性の向上に努めます。 

ウ） 住宅地の環境改善と空き家対策 

生活幹線の適切な維持管理や機能改善により、安全な生活環境の維持に努めま

す。空き家対策については、倒壊等のおそれがある危険な空き家の除却を促進し、

市民の安全・安心な暮らしを守るとともに、空き家バンクの活用等による適正管

理・利活用を並行して進めることで、住環境の質の向上と移住・定住の促進を図り

ます。 

エ） 景観形成 

田園・丘陵景観と調和する建築形態・高さ・色彩の誘導、沿道の広告物の規制・

誘導により、“桃山らしい景観”を磨き上げ、自然・歴史・農を束ねたストーリー

性のある景観軸の形成に努めます。 

④ 都市防災等の方針 

■ 基本視点 

紀の川・貴志川の浸水想定区域内にあり、洪水・内水リスクが高くなっています。

丘陵・ため池を含む土砂災害やため池浸水リスク、木造家屋の耐震・延焼への対策

にも配慮が必要です。市民意識調査結果では、災害対策が最重要課題として挙げら

れています。また、山間部を多く含む地域特性から、災害時には一部集落において

孤立の可能性が想定されます。こうした特性を踏まえ、地域の安全確保や防災対応

の観点から、集落の状況に応じた配慮が求められます。 

ア） 流域治水の推進と浸水被害の軽減 

紀の川・貴志川の水位上昇、内水氾濫対策として、排水機能強化に努めます。貴

志川流域は特定都市河川の指定に伴い流域一体で総合的な治水対策を進めます。

また、地形特性や過去の浸水被害の履歴に基づき対策の優先度を明確化するよう

努めます。 

イ） 地震に強い都市構造の構築 

災害時の緊急輸送道路及び啓開ルートとなる道路の整備に努めます。また、道路

や橋梁の老朽化等による機能不全により、道路ネットワークが分断し、社会経済活

動に甚大な影響を及ぼすことのないよう、計画的な予防保全型修繕を推進します。 

ウ） 防災拠点の機能充実 

学校・市役所・体育館等の避難所機能（備蓄・非常電源・通信等）の充実を図り

ます。 

 

 

5 桃山地域 



 

  

 

123 

 第 3 章 地域別構想 

エ） 延焼しにくい市街地の形成 

建物の不燃化を段階的に促進することで、次世代に引き継げる安全・安心な住環

境の形成を図ります。 

オ） 共助体制の強化 

住民参加による避難訓練やワークショップ、個別避難計画の作成支援等を通じ

て、地域における「共助力」の醸成を図ります。 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-32︓ 桃山地域のまちづくり方針図  
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6  貴志川地域 

（1）歴史的背景 

貴志川地域は、紀の川最大の支流である貴志川の下流域に位置し、中世には灌

漑用水池として平池が造られるなど、古くから水田や果樹栽培の盛んな農村とし

て発展しました。周囲を山地に囲まれた盆地状を呈する当地域には、古代からの

多種多様な歴史が集積し「紀州の飛鳥」と称されました。 

昭和 30 年、中貴志村・東貴志村・西貴志村・丸栖村が合併して貴志川町が誕

生しました。昭和 32 年には山田ダムが完成し、かんがい整備により干ばつを解

消、安定した農業生産が可能となりました。 

和歌山電鐵貴志川線が地域交通の中核であり、貴志駅を中心に和歌山市方面の

通勤通学の手段として利用されています。昭和期から平成にかけて、和歌山市へ

のアクセスを背景にベッドタウン化が進行し、住宅地が拡大しました。 

平成 17 年、打田町・粉河町・那賀町・桃山町と合併し、紀の川市が誕生しまし

た。行政機能は打田地域に集約され、本地域の貴志川支所周辺は生活拠点となって

います。   

6 貴志川地域 

「平池緑地」 
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（2）現状 

① 人口 

令和 2 年国勢調査による貴志川地域の人口は 18,521 人であり、平成 12 年を

ピークに平成 17 年から減少に転じています。 

また、将来推計においても人口は減少し、令和 32 年には令和 2 年比で約 53％

（約 47％の減少）になると予測されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-33︓ 貴志川地域の人口推移と将来推計 

 
本地域の人口構成比の推移をみると、高齢化が進んでおり、令和 2 年の高齢者

割合が 30.3％だったのに対し、令和 32 年には 54.7％に達すると予測されてい

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-34︓ 貴志川地域の人口構成比の推移 
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② 土地利用 

本地域における都市計画区域内の土地利用は、貴志川支所周辺に都市的土地利

用が進んでおり、大規模な商業施設や工場なども立地しています。また、長山地区

には、低層の住宅団地が形成されています。 

新築動向をみると、地域内に点在し、用途は住宅利用が大半を占めており、一部

幹線道路沿道に商業利用がみられます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-35︓ 貴志川地域の土地利用分布図 
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図 3-36︓ 貴志川地域の新築動向  
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③ 道路・交通 

本地域を通る広域幹線道路としては、国道 424 号、（主）和歌山橋本線、（主）

岩出野上線が通っています。 

鉄道は、和歌山電鐵貴志川線が通っており、貴志駅、甘露寺前駅、西山口駅、大

池遊園駅があり、バスは紀の川コミュニティバス及び地域巡回バスが運行されて

います。 

また、紀の川デマンド乗合交通が、乗り降りする時刻や場所に柔軟に対応できる

公共交通として利用されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-37︓ 貴志川地域の交通体系図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-38︓ 貴志川地域のバスルート図   
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④ 主要な施設 

本地域には、紀の川市役所貴志川支所、貴志川体育館、貴志川生涯学習センター、

河南図書館、貴志川スポーツ公園、和歌山県農業試験場などが立地しています。 

学校は、貴志川高校、貴志川中学校、丸栖小学校、西貴志小学校、中貴志小学校、

東貴志小学校が立地しています。 

また、主な地域資源として、貴志川八幡宮をはじめ、貴志川観光物産センター、

平池緑地、大池遊園などがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-39︓ 貴志川地域の主要な施設 

⑤ 都市構造の特徴 

ア）  公共交通を核とした生活・交流拠点 

和歌山電鐵貴志川線沿線から平野部一帯に市街地が形成されています。交通結節

点としての利便性を背景に、商業・公共施設が集積する活気あるエリアです。 

イ）  都市近郊の住宅地と田園の調和 

和歌山市への通勤利便性が高く、住宅地整備が進んできました。貴志川の流れと

丘陵地、整備された田園が共生する「住みやすさ」が特徴です。 

ウ）  平坦地の多機能な利活用 

平坦な地形と温暖な気候を活かし、水稲、いちご・なす・きゅうり等の施設栽培

が盛んです。広大な平坦地は、集約的農業だけでなく産業用地としても多機能に活

用されています。 

エ）  鉄道と古墳群が息づく地域 

「たま駅長」で知られる貴志駅が交流人口を呼び込む拠点となっています。また、

古墳が点在し、野鳥観察やウォーキングコースとして人気の平池緑地にも多くの人

が訪れています。 

6 貴志川地域 
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■残したいもの 

平池緑地、大池遊園などの公園／古墳など文化財／貴志川音頭など地域文化／

地域の言い伝えや民話／地場産業、いちご狩りなどの観光産業／和歌山電鐵貴志

川線 

■改善したいもの 

貴志川支所周辺の交通渋滞の解消／空き家対策／老朽化する団地の再開発（長

山団地再開発など）／平池緑地周辺を開発しやすくする／商業施設の多様化、テナ

ントの増加／下水道計画の推進／地域ごとのつながりの再構築 

■創りたいもの 

老若男女が参加するイベント、生涯学習イベントの増加／本屋、パン屋など新し

い商業施設／観光資源の有価値化（古墳×観光など）／新しい飲食店の誘致／スポ

ーツ公園／新しい駐車場や交通インフラの整備 

■その他 

地域ごとのつながりを戻してほしい／地域の担い手づくり／文化財の有価値化

／地域資源の活用と発展 

 

（地域別ワークショップの主な意見抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

6 貴志川地域 

ワークショップで挙がった意見 
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（3）都市構造上の課題 

① 人口減少を見据えた集約型都市構造の形成 

○ 本地域は和歌山市と連絡する和歌山電鐵貴志川線、計画的に整備された住宅団

地を活かしていくことが必要です。 

○ 本地域の大規模な商業施設を継続的に維持・充実していくことが必要です。 

② 魅力と活気にあふれる産業の創出 

○ 農業従事者の高齢化、兼業化、担い手不足、農用地のスプロール的な宅地開発

による混住化が進み、中山間地域を中心に耕作放棄地が増加しています。 

③ 豊かな自然環境と共生する持続可能な都市の実現 

○ 本地域の豊かな自然や平野部に広がる田畑と調和した地域づくりが必要です。 

④ 公共公益施設の最適化と利便性向上 

○ 本地域の小学校については、児童数の減少により、学校規模に差が生じること

のないよう、適正な学校規模と配置の検討が必要です。 

○ 本地域には公立保育所が 4 施設ありますが、低年齢児の受入れ枠不足、地理的

条件、施設の老朽化や借地による財政負担など、経過年数とともに様々な課題

が生じています。 

⑤ 災害に強い安全で安心な都市の形成 

○ 本地域は、地域北東部において紀の川と貴志川が合流しており、市域の中で最

も浸水想定が広い地域となることが予想されています。貴志川流域は、令和 8

年 3 月に特定都市河川として指定され、流域一体で総合的な治水対策を進め

ることとしています。 

○ 本地域は、北部及び南部に丘陵地・山地部を有しており、土地の利活用が制限

される区域として、砂防指定地、地すべり防止区域及び急傾斜地崩壊危険区域

が指定されています。また、土砂災害防止法に基づき、土砂災害警戒区域等が

指定されています。 

○ 本地域には農業用ため池が多数あり、中には老朽化の進んだものや、現在はほ

とんど利用されていないものもみられます。宅地開発の進展が堤体付近まで及

んでいる地区もあり、安全確保が重要な課題となっています。 

 

（4）分野別の方針 

① 土地利用の方針 

■ 基本視点 

本地域は、貴志川支所周辺に公共施設や商業機能が集積し、通勤利便性に優れ、

ゆとりある住環境のまちづくりを目指し、農業、工業等の産業と住居の各土地利用

が適切に共存し、調和の取れた土地利用を進めます。 

 

6 貴志川地域 



 

  

 

132 

 第 3 章 地域別構想 

ア） 居住環境の保全 

本地域の長山地区の大規模住宅造成地は、戸建て低層住宅を中心に安定した居

住機能を有するため、第二種低層住居専用地域を基本とした用途地域指定により、

他用途との混在を抑制し、住環境の保全・向上を図ります。 

貴志川支所周辺は住宅が密集しているため、第二種住居地域を基本とした用途

地域指定により土地利用を誘導・規制し、良好な住環境の保全・形成を図ります。 

イ） 生活拠点商業地の維持・充実 

貴志川支所周辺には駐車場付きの商業施設が立地しており、近隣商業地域を基

本とした用途地域を指定しています。今後さらに日常的な商業サービス機能の集

積を促し、生活拠点商業地の維持・充実を図ります。 

ウ） 農住共生の推進 

田畑・森林の多面的機能（景観・生物多様性・水源涵養）を尊重しつつ、農地と

居住空間が共生する区域を設定し、無秩序な宅地化の抑制と生活基盤整備（道路・

上下水・防災）の両立を図ります。 

エ） 工業・業務地の秩序形成 

前田・神戸地区などに分散して立地する工場群は、住宅地や田園・集落と近接し

た立地特性を有しており、地域の雇用や暮らしを支える職住近接の基盤となって

います。この特性を活かしつつ、操業環境の安定的な確保と周辺環境との調和を図

ります。 

そのため、騒音・振動への環境配慮や円滑な物流動線の確保に取り組みながら、

生活環境と生産環境がバランスよく共存する持続可能な土地利用を推進し、地域

と調和した計画的で秩序ある工業地の形成を促進します。 

② 都市施設の整備に関する方針 

■ 基本視点 

本地域は、広域幹線道路から和歌山電鐵貴志川線、自転車、歩行者空間に至る

「多層的な交通ネットワーク」を構築し、生活・通勤通学・観光が円滑に結びつく

まちづくりを推進します。 

ア） 道路ネットワーク 

広域連携道路：国道 424 号、（主）和歌山橋本線、（主）泉佐野岩出線の南伸道

路などの広域・連携軸は、交差点改良・安全施設・防災機能の強化により、交流・

物流・代替性の向上に努めます。 

都市間連絡：（主）岩出野上線は、地域の実情に応じて必要な整備を行えるよう

要望を進めます。 

都市内連絡：市道など都市の骨格を形成する道路網は定期的な施設点検及び計

画的な補修を通じて、効率的かつ持続可能な維持管理を推進し、自動車及び歩行者

や自転車の日常的な利用に加え、災害時利用における安全性・信頼性の確保に努め

ます。また、貴志川沿いに整備された自転車通行空間（サイクリングロード）の利

活用を促し、市民の安全な日常移動と来訪者の周遊性の向上を図ります。 
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イ） 鉄道（和歌山電鐵貴志川線）と観光交流の促進 

貴志駅は「交通拠点」としての役割を踏まえ、駅前空間や交通動線のあり方につ

いて今後も検討を進めます。また、観光交流拠点「紀楽里」は、引き続き地域の魅

力を発信し、観光客と地域住民との交流を促進する場として活用を図ります。 

ウ） 公園・緑地 

平池緑地は、水辺環境・生物多様性・景観・イベント（大賀ハス観蓮会・貴志川

イルミネーション 等）など多面的な価値が高く、今後さらに多くの人に利用して

もらえるように努めます。 

エ） 上下水道 

上水道については、送配水管及び浄水施設等の老朽化施設に対する計画的な更

新を進めます。また、浄水施設や配水池等の耐震化を進めます。 

公共下水道については、地域特性を踏まえつつ、利用需要が高い地域を集中的に

整備していくよう進めます。 

オ） その他 

本地域の小学校については、同年代による対話の機会を確保するため、地域内で

校区が隣接する小学校への統合を軸に学校規模の適正化を図ります。 

保育所への送迎時の交通利便性改善や低年齢児の受入れ体制の拡充を図るため、

施設の統廃合を推進します。 

公共施設の再編にあたっては、PPP/PFI 等の官民連携手法の導入や住民主体の

利活用を検討し、既存ストックの多用途転用や機能複合化を促進することで、持

続可能な地域活性化の拠点形成を図ります。  

③ 市街地整備等に関する方針 

■ 基本視点 

生活拠点の配置や鉄道拠点の特性、田園・水辺環境との関係性を踏まえ、コンパ

クトで回遊性に配慮した暮らしの動線形成を図ります。 

ア） 生活拠点（支所周辺）の利便性向上と空き店舗等の利活用推進 

街路環境の見直しや広場等の滞留空間との関係に配慮しながら、近隣商業や医

療、福祉、子育て、交流機能が身近に利用できる環境づくりを進めます。にぎわい

不足を解消するため、空き店舗等の公民連携活用を進めます。 

イ） 鉄道沿線・駅前の利便性向上 

駅周辺において日常利便施設の充実と生活拠点の形成を進めます。また、駅前や

バス停における乗継・待合環境の向上を図り、公共交通を利用しやすい環境の構築

に努めます。 
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ウ） 平池緑地の保全と活用 

平池緑地は、古墳群や貴重な動植物が共生する本地域の象徴です。現在、多くの

人々に親しまれている健康づくり拠点としての機能を維持するとともに、地域住

民と連携したイベント開催を推進します。豊かな自然環境の保全と、住民主体の活

動を通じた地域コミュニティの活性化を図り、多世代が日常的に交流する場とし

て利活用を行っていきます。 

エ） 住宅地の環境改善と空き家対策 

生活幹線の適切な維持管理や機能改善により、安全な生活環境の維持に努めま

す。空き家対策については、倒壊等のおそれがある危険な空き家の除却を促進し、

市民の安全・安心な暮らしを守るとともに、空き家バンクの活用等による適正管

理・利活用を並行して進めることで、住環境の質の向上と移住・定住の促進を図り

ます。 

長山団地は、引き続き第二種低層住居専用地域として、一団の低層住宅地の良好

な住環境の保全に努めます。 

オ） 景観形成 

田園・水辺景観と調和する建築形態・高さ・色彩の誘導、沿道の広告物（看板）

の規制・誘導等により、貴志川線沿いや、平池緑地周辺の良好な景観の形成に努め

ます。 

④ 都市防災等の方針 

■ 基本視点 

特定都市河川でもある貴志川流域に位置し、洪水・内水リスクが高くなっていま

す。ため池（平池等）や丘陵の土砂災害リスク、木造家屋の耐震・延焼への対策、

駅・バス結節を活かした避難行動計画の具体化が必要です。市民意識調査結果では、

災害対策の重要度が高くなっています。 

ア） 流域治水の推進と浸水被害の軽減 

貴志川の水位上昇、内水氾濫対策として、排水機能強化に努めます。貴志川流域

は特定都市河川の指定に伴い流域一体で総合的な治水対策を進めます。また、地形

特性や過去の浸水被害の履歴に基づき対策の優先度を明確化するよう努めます。 

イ） 地震に強い都市構造の構築 

災害時の緊急輸送道路及び啓開ルートとなる道路の整備に努めます。また、道路

や橋梁の老朽化等による機能不全により、道路ネットワークが分断し、社会経済活

動に甚大な影響を及ぼすことのないよう、計画的な予防保全型修繕を推進します。 

ウ） 防災拠点の機能充実 

学校・市役所・体育館等の避難所機能（備蓄・非常電源・通信等）の充実を図り

ます。 
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エ） 延焼しにくい市街地の形成 

建物の不燃化を段階的に促進することで、次世代に引き継げる安全・安心な住環

境の形成を図ります。 

オ） 共助体制の強化 

住民参加による避難訓練やワークショップ、個別避難計画の作成支援等を通じ

て、地域における「共助力」の醸成を図ります。 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-40︓ 貴志川地域のまちづくり方針図 
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